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吉崎さん・加藤さんの 
教科書によると 

• 少し広い範囲で解析をす
ると結果はどうなるか？
（たとえば、富山では？） 

• 里雪・山雪は、もう一度整
理しなおす必要があるの
では？ 

 

ヒント２ 

答え 

ヒント１ 



解析手法とデータ 

解析手法：経験的直交関数 

(Empirical Orthogonal Function)解析 

⇒解析期間中で出現するパターンを抽出 

 第1モード=最も多く出現するパターン 

 第2モード=2番目に多く出現するパターン 

 第3モード=3番目に多く出現するパターン 
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解析データ：レーダアメダス解析雨量 

解析期間：2006年1月～2014年12月 



１２－２月 Mode 1 

Mode 2 Mode 3 



Akiyama (1981)と
比較すると？ 
  



時系列から 

Mode 2 

Mode ３ 



Mode ２（負） 

 
Mode 2 

Mode ３ 



Mode ２（正）、３（負） 

 

Mode 2 
Mode ３ 



Mode ３（正） 

 
Mode 2 

Mode ３ 



Mode ３（負） 

 
Mode 2 

Mode ３ 



Making use of GPM datasets, the development of snow-clouds in the 
JPCZ is investigated. The most intensive precipitation is found at the 
northern edge of the JPCZ. Mode ２（正） 
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